
 

一般社団法人 ARO協議会 

 

 

日時：2014年 2 月 8 日（土）15:00-17:30 

会場：フクラシア品川 会議室 B 

〒108-0074 東京都港区高輪3-25-33 長田ビル 6階 

http://www.fukuracia-shinagawa.jp/access/ 

 

予後因子解析の基礎となる方法の解説、および事例の紹介を通じて予後因子解析についての理解を

深めていただくことを目的として本セミナーを開催いたします。皆様のご参加をお待ちいたしております。 

 

プログラム 

司会： 

      京都大学医学部附属病院 臨床研究総合センター データサイエンス部    教    授 森田 智親 

 

15:00 – 16:20 

 
１．予後因子の基礎 

東北大学大学院医学系研究科 医学統計学分野                  教    授 山口 拓洋 

   

 

予後因子解析に用いられる標準的な回帰分析の手法、変数選択法、共変量の種類とその解析方法、および

予後指標を構築する際の手順などについて解説します。 

 

16:20 – 16:30    - 休 憩 - 

 

16:30 – 17:30 

 

２．事例紹介 

金沢大学医学部附属病院 先端医療開発センター                 特任教授 

(公財)先端医療振興財団 臨床研究情報センター                 顧    問 手良向 聡 

 

 

生体肝移植、非小細胞性肺癌に関する予後因子解析、卵巣癌に関する予後指標の構築などの事例につい

て、統計解析手法を説明しながら紹介します。 

 

  主催：一般社団法人 ARO協議会 
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